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要約
　本研究は、就業意欲や職業観の変化について量的研究の実施に向けた要因探索のために基礎的な
資料を収集することを目的として行った。就業以前に持っていた職業観と現在の就業状況や職業観
について、社会人女性を対象として7名にインタビュー調査を行い、そこから得られたデータから「離
職・転職理由」と「学生時代の就業意欲と現在の満足度・就業意欲の関係」に着目して検討を行った。
離・転職が就業意識やキャリアに対する内的動機づけに対して多様な影響を及ぼす可能性があるこ
と、学生時代の職業観や就業意識の強さ、明確さが将来の就業満足度や意欲に対して肯定的・否定
的両面の影響を及ぼし得ることを確認した。
キーワード：就業意識、職業観、キャリア、内的動機付け
Ⅰ．序論
　女性の就業と就業意識については様々な
研究が行われてきた1)。特に平成11年に改正
された男女共同参画社会基本法2)に基づいて、
単なる女性の就業率向上だけでなく、企業等
における女性の幹部登用について盛んに研究
が行われるようになった。これは、日本にお
いて女性の管理職の割合が非常に低いこと3)、
そして上記のような法制度や施策において数
値目標が掲げられたにも関わらず4)、女性管
理職の割合が伸び悩んでいることに起因して
いる。管理職における女性の割合が低い原因
として、女性の昇進意欲が男性よりも低いこ
とが指摘されており5)、これには、企業の態度、
結婚や出産による女性の離職などの様々な要
因が関与していると考えられている5-7)。
　昇進意欲と就業意欲は必ずしも一致するわ
けではないが、若年層、特に大学時代におけ
*1 本研究においては、「就職に対する意欲」、「就業
を継続する意欲」、「再就職に対する意欲」、「将来
の職業への意欲」をまとめて「就業意欲」と捉
えている。
*: 本研究は平成30年度 静岡産業大学特別研究支援
経費研究「女子大生キャリア選択－就業の継続
と昇進意欲を導く要因」（代表　太田さつき　経
営学部教授）の一部として行われた。
a: 本学経営学部　教授、**: 現特任教授、b:本学
経営学部　講師、c:本学経営学部　助教
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る就業意識が、将来の就業意欲、更には昇進
意欲に影響を与える可能性が指摘されている
8,9)。多くの大学でキャリア支援・キャリア教
育が行われており、女子大学生の就職率は向
上してきたが、就職後早期の離職率は依然と
して改善されていない。これは、従来のキャ
リア支援・キャリア教育に加えて、女性の就
業継続と昇進意欲を導くための新たな要因を
明らかにし、これを大学教育に反映して行く
ことが必要であることを示している。
　本研究は、大卒女性を対象とした就職後の
キャリア意識の変化をとらえるため、就職・
就業以前に持っていた職業観と現在の就業状
況や職業観についてインタビュー調査を行う
ことより、就業意欲や職業観の変化について
量的な研究の実施に向けた要因探索のために
基礎的な資料を収集することを目的として
行った。
Ⅱ．方法
　調査地域・対象と調査時期：関東地方およ
び東海地方の市部において、現在就業中およ
び就業経験のある社会人女性を調査対象と
した。年齢は20代から40代であった。インタ
ビュー調査は2018年8月〜9月に実施した。調
査は被調査者の都合に合わせて、被調査者の
職場あるいは調査者の自宅で実施し、合計7
名の協力を得た（表1）。
表1　調査対象者と就業状況
調査方法：インタビューは半構造化面接法に
よって行ったが、予備的調査のため共通質問
事項は最低限とし、調査対象者にできるだけ
自由に話をしてもらった。実施時間は一人あ
たり30分から60分程度であった。音声はICレ
コーダーによって記録し、調査終了後専門業
者（株式会社IPパートナーズコエラボ、東京、
http://ip-partners.jp/）に依頼して文字データ
に変換した。
　各調査対象者には音声の記録の可否と、本
インタビュー調査の目的とデータの利用範
囲、データ保護、および論文等における発表
について口頭で説明を行い、文書で確認・同
意を得た。また、被調査者の個人情報の保護、
および記述から個人が特定されないようにす
るために、本文中の記載を一部変更した。
調査内容：基本属性として、i) 年齢、ii) 最終
学歴、iii) 子どもの有無、vi) 就業と離職の時期、
および理由について紙面で回答してもらっ
た。インタビューでは、①就労に関する内容
として、i) 現在の仕事についてどう思ってい
るか、ii) 現在の就業状態は学生の頃考えた状
態と比較してどのように思うか、iii) 現在の
就業地域を選択した理由と出身地、②その他
として、現役の女子大生に対する就職やキャ
リア形成に関するアドバイス、について順不
同で質問した。
データ集計と分析：インタビュー内で語られ
た内容をデータ化し、被調査者間で比較を
行った。また、先行研究との対応を調べるた
めに、先行研究（「ワーク・ライフ・バラン
スに関するアンケート、2008」以下、単に「先
行アンケート」と表記10））の質問項目をリス
ト化し、インタビューで質問できた内容（項
目）をチェックした。なお、統計検定には
SPSS ver19（日本IBM）を用いた。
Ⅲ．結果
　インタビューを行った7名中5名が短大・大
学あるいは大学院卒業直後に就職しており、
1名は学生結婚のため卒業時に就職せず子育
て後に就職しており、もう1名は就職活動に
意義を見出せずアルバイトを続けていた。ま
た、7名中6名が転職経験を持ち、離職経験が
あるものは7名中4名であった。離職期間につ
いては、3名は離職期間なしで転職しており、
1名は調査時点で無業であった。離職の理由
は離職経験者4名中3名が結婚・出産であり、
残りの1名は家庭の事情ということであった。
また、それぞれの離職期間は1年から7年と大
きく異なっていた。一方、出産・育児休暇の
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取得者は2名であり、この2名は離職期間がな
かった。
　先行研究における質問項目との対応を検討
したところ、本インタビューでは先行アン
ケート10) における「管理職」および「職場現
状」のカテゴリにおける項目で対応が見られ
た。しかし、先行アンケートでは、職場の対
応や職場内の人間関係などに関する項目が多
いため、調査対象者の個人的な就業経験に関
する質問を主とした本インタビューとは一致
する項目が少なかった（表2）。
表2　先行アンケート10)との対応項目
（家庭・キャリアの項目を除く）
管理職になりたくない理由の下位項目
　・今のままで特に不満がないから
女性管理職が少ない企業で女性を管理職として起
用しない理由の下位項目
　・能力などの要件を満たしても女性が希望しない
昇進意欲についての下位項目
　・どの程度昇進したいか
職務満足度の下位項目
　・上司のマネジメント
　・労働時間、仕事内容、仕事と生活の両立
　・ロールモデル
　・自分がどのような社員であるか
1．離職・転職理由について
　本調査においては調査対象7名全員に離・
転職経験が見られた。離・転職の理由として
は（重複あり）、結婚・出産（5名）、職場・
職務に関する理由（3名）であった。
　結婚・出産を契機とした離・転職について
は、以下のような考えを聴くことができた。
　・・・もともとは自分で研究をしていたん
ですけど、子どもが2人生まれて、夫も研
究者で単身赴任だったので。子どもを2人
かかえて研究員をやっているっていうのは
どこかで事故が起きる可能性が高くなって
きたので今の仕事にかえたという。（仕事
よりも）家庭をとったという状態ですかね。
Aさん（常勤専門職）
　・・・   （ずっと仕事を続けているイメージ
は）なかったですね。子どもが大きくなっ
て手が空いてくるようになるまでは、考え
なかったですね。ちょっと頭の片隅には
あったかもしれないですけど、子育てがま
ず一番みたいな感じだったので、落ち着い
て初めて考えたみたいな感じですね。
Bさん（非常勤専門職）
　私は続けたかったんですけど、・・（結婚）
相手が専業主婦を希望して。
Dさん（常勤事務職）
　結婚・出産を機に離職・転職した場合でも
離・転職に関する動機づけには大きな違いが
あることが分かる。Aさんの言葉には「仕方
なく状況に対応した」といったニュアンスを
感じる一方、Bさんはもともと結婚や出産を
機に離職するという、自分のキャリア設計に
従った選択であることが語られている。また、
Dさんは結婚相手の希望によって、自分の意
思ではなく離職を選択している。
　・・・いずれは結婚して子どもが欲しいっ
ていうのがすごくあったから、それであ
れば早く結婚して子どもを産んで、それ
から子育てが一段落ついたところでキャリ
アアップかなっていうのが、いろいろ考え
た末にその結論があったから、実際働いて
みたらその両方をつかむってなかなか難し
いことだから。キャリアアップもしたいけ
ど、どっちか天秤にかけたときに産める時
期も限られてるし、子どもを産みたいって
いうほうが強いってなるとキャリアは少
し、いったん諦めたほうがいいのかなみた
いな。働いてみて、大学のときはバリバリ
働きたいとかそういうのはあったけど、実
際働いてから考えると、そっちのほうが大
きくなって、結婚して子どもをっていうの
を先に。
Fさん（専業主婦）
　Fさんは調査時点で再就業していないが、
上記の言葉からは結婚・出産やそれによる離・
転職がからなずしも就業意識を低下させる訳
ではないことが感じられる。これらの結果は、
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就業意欲や昇進意欲の測定において、結婚・
出産を単一項目として扱うべきではないこと
を示唆している。一方、職場・職務に関する
離・転職理由については、以下のような話を
聴くことができた。
　・・・医薬品関係の会社だったんですけど、
そこではどっちかっていうと安全管理のよ
うな仕事をしていて、研究、実験希望だっ
たんですけど、やっぱりマスター出てない
ので、どうしても研究職はマスターからみ
たいな感じだったので、取りあえずそうい
うところでちょっとした実験、機器とか試
薬に関わるけれども、実際の作業は法律と
か、それこそ監査とかそういうのをやって
ました。
Eさん（常勤専門職）
　・・・働く前は、卒業して1年くらいちゃ
んとした仕事してなくて、バイトしたりっ
ていうのをしてる中で、ちゃんと働こうっ
て思ったときに、立て続けに面接落ちたり
とかもしてたんで。何だかんだ受かったの
が今の会社で、それまでは無理やり、みん
な働くから働かなきゃいけないっていう
か、ちゃんと一回働かなきゃいけないみた
いな考えがあった…
（中略）
　特にこれをやりたいっていうのがなくて、
バイトとかは接客業しかやったことなく
て、接客業も好きだけど、ずっと事務をやっ
てみたいっていうのがあったから、どっ
ちを取ろうってなったときに、販売もでき
て本業は事務でっていう両方もできる仕事
で。あと土日休みがいいなって思ったりも
したけど、ずっと同じサイクルで月曜日が
来たら金曜日まで働いて、9時から17時ま
でっていうのを考えたときに、自分は決め
られた生活が窮屈だなって思っちゃうと
こがあったんで、今みたいに冬はずっと仕
事っていうモードだけど夏は遊べるってい
うスタンスがいいかなと思いました。
Gさん（常勤事務職）
　これまで離・転職については主として職場
環境や人間関係、就労条件など外的・社会的
側面から考察されることが多かったが、ここ
で見られたように、離・転職が就業意識やキャ
リアに対する内的動機づけに対して多様な影
響を及ぼす可能性を示唆しており、より詳細
な質的・量的検討が今後の課題である。
2． 学生時代の就業意欲と現在の満足度・就
業意欲の関係
　大学時代の就業意欲は、業種・職種に対す
る具体的なイメージあるいは希望がある場合
に高まると考えられる11)。本調査においても
最終学校の卒業（修了）後の職業イメージを
持っている被調査者において高い就業意欲が
認められた。しかし、学生時の就業意欲と現
在の就業状況に対する満足度および就業に関
する意欲をカテゴリ化してピアソンの積率相
関係数を求めたところ、両者に相関する傾向
は見られなかった (r=0.300, p=0.513)（表3）。
インタビュー件数が極めて少数なため、統計
的結果を基に本調査結果について議論するこ
とはできないが、学生時代の就業意欲と現在
の就業状況に対する満足度・就業に対する意
欲の関連については今後の検討課題である。
本調査においては、学生時代の就業意識につ
いて、以下のような高い意識を持った語りを
得ることができた。
　・・・（学生の時は）ずっと研究一本で行
くんだろうと思ってたので、ぶっちゃけ定
時になったら帰るっていう生活はないだろ
うなと思ってました。
Aさん（常勤専門職）
　・・・（自分の将来の職業についてのイメー
ジは）もちろんあります。大学入学する時
には、それこそ大学の職員になりたかった
んです。ところが・・・。教える側になり
たいっていうことで入ったんですけども、
XX学っていうのは、とても、何といいま
すか、こう言っちゃ語弊がありますけども、
社会的な需要がとても高いかというと、ど
う表現したらよろしいんでしょう。あの、
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正規の職員に就くのはとても難しい職場
であると。入れ替わりもあまり少ないです
し。・・・XX学の先生を極めようと頑張る
か、あるいは、それとも違う道をたどろう
かといろいろ考えてまして、結局はやっぱ
り、XX学の先生にこだわらなくても良い
のかなと。そういう結論に至りました。
　・・・（XX学以外で職を得るということに
ついて）考えていましたね、もちろん。海
外のことも考えてはいましたけれども、ま
あその当時は若いということもあって、結
婚してからでも両立ができるであろうと。
結婚して、逆に子どもがいても働けて当然
だと思って、それを半分突き進もうと思っ
てたんですけれども。
Cさん（非常勤専門職）
　・・・ もともとは保育士になりたかったの
で、20代前半に結婚できて、30までには子
どもが生まれて、ある程度子育てが落ち着
いたらまた保育士として復職して、みたい
な漠然とした夢というか想像はしてたんで
すけど、全く異なる人生になってしまって。
Dさん（常勤事務職）
　・・・向上心があったって言ったら変なの
かもしれないけど、自分でいつか起業した
いっていうのもあったから、上を目指した
いなっていうのはすごいあったと思いま
す。
Fさん（専業主婦）
表3　学生時の就業意欲と現在の満足度・意欲
　表3に示された通り、Aさん、Cさん、Eさん、
及びFさんは現在の就業状況に関する満足度
あるいは就業意欲も高く、学生時代の就業意
欲や将来の職業像に対して強い意識を持つこ
とと、就業後年月を経た時点での就業に対す
る満足度や意欲が関連する可能性を示唆する
ものであろう。一方、就職や就業体験がその
後の就業満足度や就業意欲、そして昇進意欲
などに対して大きな影響力を持つことは言う
までもない。上記のDさんは、大学時代には
強い就業意識をもっていたが、希望していた
職種とは異なる現在の職種と就業状況につい
ては満足感が低くなっている。
　・・・ゴールのない、エンドレスな業務で
す。ただ、やりがいがないかと言われると、
自分が見てる中で成果、結果を出してる現
場の方々とか、サポートスタッフさんとか
いるので、わあって、よかったっていう気
持ちはもちろん出てくるんですけれども、
何か（自分の）プロジェクトがあって、そ
れで結果出した、よしっていうやりがいは
ちょっと持ってない職種かなと。
Dさん（常勤事務職）
　これに対して、就業経験によって就業意識・
職業意識が大きく肯定的に変化することもあ
る。
　・・・卒業する1年くらい前に短期留学行っ
て、その頃みんなが就活を始めた頃で、大
学に来てみんな特にやりたいこともないけ
ど無理やりいろんなところを受けて、やり
たいと思ってないけど働いてっていうのを
見てて。その時期に留学に行ったらすごく
周りが自由で、日本って目に見えないルー
ルっていうか決まりがすごく多いなと思っ
て。・・そういうのがすごい嫌で、みんな
と同じ当たり前に乗っかりたくないなって
いう反抗心で、あんま就活もしなくて。そ
のまんま卒業してずっとバイトしてたとこ
ろにいたっていう感じです。
　・・・一回働いてみると思ってた仕事とも
違うし、働くことで自分の価値っていうか、
求めてもらったり、これできるようになっ
たとか自信がすごくついたなと思います。
　・・・もっとやらされてる感というか、や
らなきゃいけないっていうものだって思っ
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てたんですけど、働いてみたら自分がやり
たくてやってる部分も出てきたというか、
それを楽しんでる。やらなきゃいけないこ
とももちろんたくさんあるんですけど、そ
の中でも自分でやり方とかも工夫しながら
やれるっていうか、思ってたより自由だっ
た、仕事が。
Gさん（常勤事務職）
　Gさんは大学時代、「大学を卒業したら就職
しなければならない」という、画一的な就
職観に疑問を持っており、就業意欲が高かっ
たとは言えなかったが、就職後の就労経験に
よって就業意識や意欲の高まりを経験してい
る。Gさんの就業意識や就業意欲の変化に対
して、卒業後のアルバイト経験や就職面接の
失敗経験が影響を与えていることは明らかで
あろう。しかし、学生時代に就職活動をしな
いという選択が、将来の就業意欲や就業意識
に対して促進的な効果を持つ可能性も否定で
きないのではないだろうか。
Ⅳ．考察
　本調査では、女性の就業継続と昇進意欲の
向上を導く要因探索を目指す調査研究のため
の基礎資料を収集することを目的として、社
会人女性を対象とした就職・就業以前に持っ
ていた職業観と現在の就業状況や職業観に関
するインタビューを行った。小サンプルの予
備調査ではあるが、離・転職が就業意識やキャ
リアに対する内的動機づけに対して多様な影
響を及ぼす可能性があること、また、学生時
代の職業観や就業意識の強さあるいは明確さ
が将来の就業満足度や意欲に対して肯定的・
否定的両面の影響を及ぼし得ること、を確認
することができた。
　離職や転職がその後の個人の職業観や就業
意識に対して大きな影響を与え得ることは容
易に想像できる。特に結婚・出産等による離・
退職後の再就業は、自身の希望する職業（職
種）からの変更を余儀なくされる場合が多く、
客観的に降格と見えるような職種の変更は否
定的な感情や就業意識をもたらす可能性があ
る。しかし、本調査においてはAさんの事例
に見られるように、一見降格と捉えられる職
種の変更を、職業に対する視野を広げる契機
としてポジティブにとらえることによって、
職業に対する意欲を高める作用を持つ可能性
があることを示している。就業意識に関する
研究で従来、結婚・出産あるいは子育てを単
一（あるいは少数）の変数として取り扱って
きたが、これらが個人の就業意識やキャリア
観についてどのような影響をもたらし得るの
か内発的動機づけの面からより詳細な検討が
必要である。
　結婚・出産あるいは子育てによる離職が職
業観や就業意識について影響を与える原因の
一つとして、職業に対する自分の希望と現実
の葛藤がある。新しい就業像・キャリア観の
形成には、この葛藤の処理が重要な影響を与
えると考えられる。本調査では、Cさんが比
較的早い段階において、自分の希望と現実に
対する葛藤を経て将来の職業・就業イメージ
の転換をしたことを語っている。上述の通り、
将来の職業について早期から具体的なイメー
ジを形成することが職業選択や就業の継続に
おける重要な要因であることは言うまでもな
いが、現実に即したイメージの転換を柔軟に
行えることは、職業的満足感につながり、個
人のキャリア発達に繋がるのではないだろう
か。実際の業務や就業形態はもちろん重要な
要因だが、自己のキャリアに対する認識の在
り方、言い換えれば自己のキャリアに関する
一貫性の認識が就業意欲や職業に対する向上
心の維持・増強に重要であることが推測でき
る。このように考えれば、学生時代の具体的
な職業・就業意識が必ずしもその後の職業選
択とその意欲の継続に必須ではない可能性
もある。就職・就業以前の学生にキャリアに
関する一貫性の認識を持たせることは難しい
が、抽象的な職業・就業意識を持ちつつ意欲
を維持促進する方法を考える必要があろう。
Ⅴ．まとめ
　本研究では、就業後の結婚や出産で離職や
転職を余儀なくされても、必ずしもその後の
就業意欲や将来の就業意識の低下には繋がら
ないことが示唆された。また、学生時代の職
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女性就業者の就業意欲と職業観の変化について
業観や就業意識の強さあるいは明確さが、就
業及び再就業後の意識を高く維持できる要因
の一つであることが確認された。
　主研究においては、現在の女子大学生たち
は昇進や就業継続に消極的でなく、昇進に繋
がる職種である総合職を選ぶ学生や、結婚・
出産で退職することなく仕事を継続させたい
と願う学生は、大学生活で様々な活動に熱心
に取り組み、企画力やリーダーシップ、自主
性・主体性、課題発見・解決能力などを大学
入学後に伸ばしている学生であるという結果
を得ている12)。このことから、学生時代の就
業意識が強く明確な女子大学生の増加によ
り、結婚や出産で離・転職を経験しても就業
意識を高く維持した女性就業者の増加と活躍
が期待できるといえるだろう。
謝辞
　本研究において、お忙しい中、長時間のイ
ンタビューにご協力いただいた被調査者の
方々、また業務中にインタビューの実施を快
諾していただいた担当部署長（個人情報保護
のために大変申し訳ございませんが、これら
の皆様のお名前は伏せさせていただきます）
に心からお礼申し上げます。そして、膨大な
文章データを先行アンケートの質問項目と照
合してくださった学生の皆さんにこの場を借
りて深くお礼申し上げます。
【引用文献】
１) 女性の職業・キャリア意識と就業行
動に関する研究．日本労働研究機構, 
1997. http://db.jil.go.jp/db/seika/zenbun/
E2000014309_ZEN.htm（最終閲覧 2019年3
月7日）
２) 男女共同参画基本法. 内閣府男女共同
参画局ホームページhttp://www.gender.
go.jp/about_danjo/law/kihon/9906kihonhou.
html（最終閲覧 2019年3月7日）
３) 武石恵美子 (2017) 労働研究における女
性の昇進問題. 大原社会問題研究所雑
誌,No.703, 2-16. 
４) 「2020年30％」の目標の実現に向けて. 内
閣府男女共同参画局ホームページ http://
www.gender.go.jp/kaigi/renkei/2020_30/
index.html（最終閲覧日 2019年3月7日）
５) 川口章 (2012) 昇進意欲の男女比較. 日本
労働研究雑誌, No. 620, 42-57.
６) 武石恵美子 (2014) 女性の昇進意欲を高
める職場の要因. 日本労働研究雑誌, No. 
648, 33-47.
７) 呉湘 (2016) 女性のキャリア形成に影響す
る要因に関する研究－インタビュー調査
を通じて－. 現代社会文化研究, No. 63, 
143-160.
８) 渡邊洋子, 岩瀧大樹, 山﨑洋史 (2018) 青
年期の昇進意欲に関する研究－主観的幸
福感に影響する要因の検討－. 群馬大学
教育学部紀要 人文・社会科学編, No. 67, 
289-298.
９) 渡邊洋子, 岩瀧大樹, 山﨑洋史 (2018) 青
年期の昇進意欲尺度作成の試み‐男女差
に着臆して－. 群馬大学教育実践研究,No. 
35, 347-354.
10) 「ワーク・ライフ・バランスに関するア
ンケート、2008」（連合総合生活開発研究
所）,東京大学社会学研究所付属社会調
査・データアーカイブ研究センターデー
タアーカイブ
11) 瀬戸山聡子（2016）社会人メンターに
みる職業キャリアの構築プロセス.女性
とキャリアデザイン. 御茶の水書房,141-
158.
12) 太田さつき他（2019）女子大学生のキャ
リア選択に関する基礎的考察.静岡産業大
学研究論集.環境と経営,No.25-1,in press

